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▼
イ
エ
ー
ル
大
学
や
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
大
学
、
テ
キ
サ

ス
大
学
な
ど
全
米
各
地
の
50
あ
ま
り
の
大
学
で
イ
ス

ラ
エ
ル
の
ガ
ザ
侵
攻
に
反
対
す
る
反
戦
運
動
が
広
が

り
、
60
年
代
の
ベ
ト
ナ
ム
反
戦
運
動
以
来
の
規
模
と

な
っ
て
い
る
。

▼
イ
ス
ラ
エ
ル
に
よ
る
ガ
ザ
侵
攻
が
始
ま
っ
た
昨
年

10
月
以
来
、
各
地
の
大
学
で
は
イ
ス
ラ
エ
ル
に
抗
議

す
る
デ
モ
が
行
わ
れ
て
い
た
が
、
今
回
の
広
が
り
の

き
っ
か
け
と
な
っ
た
の
が
コ
ロ
ン
ビ
ア
大
学
の
「
ガ

ザ
連
帯
」
キ
ャ
ン
プ
だ
。
３
月
18
日
、
キ
ャ
ン
パ
ス

内
に
抗
議
者
学
生
ら
が
設
営
し
た「
ガ
ザ
連
帯
」キ
ャ

ン
プ
の
テ
ン
ト
を
警
官
隊
が
強
制
撤
去
、
１
０
０
人

以
上
の
逮
捕
者
が
出
た
。

▼
こ
れ
を
き
っ
か
け
に
各
地
の
大
学
で
親
パ
レ
ス
チ

ナ
の
学
生
た
ち
に
よ
る
キ
ャ
ン
プ
設
営
が
広
が
っ

た
。
22
日
に
は
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
大
学
で
学
生
ら

１
３
０
人
あ
ま
り
が
不
法
侵
入
の
疑
い
な
ど
で
拘
束

さ
れ
た
。
コ
ネ
チ
カ
ッ
ト
州
に
あ
る
エ
ー
ル
大
学
で

も
同
日
、
退
去
命
令
に
従
わ
な
か
っ
た
と
し
て
45
人

が
逮
捕
・
起
訴
さ
れ
た
。
さ
ら
に
テ
キ
サ
ス
大
学
オ
ー

ス
テ
ィ
ン
校
で
も
同
日
、
立
ち
退
き
に
応
じ
な
か
っ

た
と
し
て
34
人
が
逮
捕
さ
れ
た
。

▼
24
日
に
は
ジ
ョ
ン
ソ
ン
連
邦
議
会
下
院
議
長
が
コ

ロ
ン
ビ
ア
大
学
を
訪
れ
、
デ
モ
学
生
を
排
除
せ
ず
混

乱
を
招
い
て
い
る
と
ネ
マ
ト
・
シ
ャ
フ
ィ
ク
学
長
の

辞
任
を
要
求
し
た
。
こ
れ
に
対
し
コ
ロ
ン
ビ
ア
大

学
理
事
会
は
24
日
遅
く
、
シ
ャ
フ
ィ
ク
学
長
の
ア
プ

ロ
ー
チ
を
支
持
す
る
声
明
を
出
し
た
。

▼
学
生
運
動
は
、
コ
ロ
ン
ビ
ア
、
エ
ー
ル
、
ハ
ー
バ
ー

ド
、
ブ
ラ
ウ
ン
大
学
な
ど
の
ア
イ
ビ
ー
リ
ー
グ
は
じ

め
、
エ
マ
ー
ソ
ン
大
や
マ
サ
チ
ュ
ー
セ
ッ
ツ
工
科
大
、

ボ
ス
ト
ン
大
、
ミ
シ
ガ
ン
大
な
ど
北
東
部
を
中
心
に
、

ペ
ン
シ
ル
ベ
ニ
ア
大
、
首
都
圏
で
は
バ
ー
ジ
ニ
ア
工

科
大
、
ジ
ョ
ー
ジ
・
ワ
シ
ン
ト
ン
大
学
、
そ
し
て
ノ
ー

ス
カ
ロ
ラ
イ
ナ
大
、
オ
ハ
イ
オ
州
立
大
と
広
が
っ
て

お
り
、西
部
で
は
南
カ
ル
フ
ォ
ル
ニ
ア
大
、カ
リ
フ
ォ

ル
ニ
ア
大
学
バ
ー
ク
レ
ー
校
な
ど
で
活
発
と
な
っ
て

い
る
。
南
部
で
も
広
が
っ
て
お
り
、
逮
捕
者
が
出
た

テ
キ
サ
ス
大
の
ほ
か
、
ジ
ョ
ー
ジ
ア
州
に
あ
る
エ
モ

リ
ー
大
で
は
25
日
、
学
生
た
ち
に
対
し
ゴ
ム
弾
と
催

涙
ガ
ス
を
使
用
、
少
な
く
と
も
28
人
が
逮
捕
さ
れ
た
。

▼
学
生
ら
の
大
学
に
対
す
る
お
も
な
要
求
は
イ
ス
ラ

エ
ル
系
企
業
と
の
金
銭
的
関
係
断
絶
で
、
米
政
府
に

は
軍
事
援
助
の
打
ち
切
り
を
訴
え
て
い
る
。
大
学
当

局
は
言
論
の
自
由
と
秩
序
維
持
と
の
間
で
揺
れ
動
い

て
お
り
、
難
し
い
綱
渡
り
が
続
い
て
い
る
。（
た
）

全米で学生運動広がる　ベトナム反戦運動以来の規模　

また来年！
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全
米
桜
祭
り
の
プ
レ
ミ
ア

イ
ベ
ン
ト
で
ワ
シ
ン
ト
ン
Ｄ

Ｃ
日
米
協
会
（
Ｊ
Ａ
Ｓ
Ｗ
Ｄ

Ｃ
）
が
主
催
す
る
「
さ
く
ら
ま

つ
り
〜
ジ
ャ
パ
ニ
ー
ズ
・
ス
ト

リ
ー
ト
・
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」

が
４
月
13
日
、
14
日
の
土
日
に

行
わ
れ
、
４
万
人
を
超
え
る

人
々
が
訪
れ
た
。
米
国
最
大
の

日
本
文
化
の
お
祭
り
で
、
昨
年

同
様
今
回
も
ペ
ン
シ
ル
ベ
ニ

ア
・
ア
ベ
ニ
ュ
ー
で
開
催
さ

れ
、
４
つ
の
ス
テ
ー
ジ
で
24
時

間
以
上
に
わ
た
っ
て
日
本
の

パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
や
文
化
紹

介
が
行
わ
れ
た
ほ
か
、
５
つ
の

さくらまつり〜ジャパニーズ・ストリート・フェスティバル

エ
リ
ア
で
１
０
０
以
上
の
屋

台
が
出
店
し
た
。
ま
た
４
つ
の

キ
リ
ン
ビ
ー
ル
・
ガ
ー
デ
ン
、

日
本
酒
や
ス
ピ
リ
ッ
ツ
の
試

飲
が
で
き
る
居
酒
屋
パ
ビ
リ

オ
ン
を
含
む
４
つ
の
フ
ィ
ー

チ
ャ
ー
・
パ
ビ
リ
オ
ン
、
40
近

い
屋
台
が
出
店
し
、
こ
れ
ま
で

以
上
に
多
く
の
日
本
食
が
提

供
さ
れ
た
。

　
ビ
ヨ
ン
ド
・
ト
ウ
キ
ョ
ウ
・

パ
ビ
リ
オ
ン
で
は
、
日
本
の

あ
ま
り
知
ら
れ
て
い
な
い
地

域
や
、
そ
れ
ら
の
地
域
へ
の

最
適
な
旅
行
方
法
を
紹
介
し
、

「
ジ
ャ
パ
ン
・
ス
マ
ー
ト
・
イ

４
万
人
を
集
め
る
大
盛
況

Ｄ
Ａ
　
Ｐ
Ｕ
Ｍ
Ｐ
ら
が
観
客
を
魅
了

第
32
回
全
米
ジ
ャ
パ
ン
ボ
ウ
ル

全
米
24
の
学
校
54
チ
ー
ム
で
競
う

さくらラジオ番組案内
www.sakuraradio.com
全米をカバーする日本語インターネットラジオ

（時間はすべて東部時間）

★「Bright Color from L.A」

　LA 在住の手島里華が西海岸の

ニュースや、地域のディープな話題

を取材します！５月 10 日（金）の

放送では、南カリフォルニア最大規

模の日本祭り「OC Japan Fair」で

司会を務めた人気お笑い芸人たむら

けんじさんにインタビュー。50 歳

からのアメリカ生活は？英語の上達

についてなどなどお聞きします！　

　毎週金曜日午前 11 時 15 分ほか

★「かわら版 U S A」

　全米各地域の日系団体・コミュニ

ティーで活躍する方々へのインタ

ビューを通して、その地域での活動

や魅力をお伝えします。

　放送時間 毎週月曜日より多数放送

 

★「Hello America」

　全米向け情報番組。ニュース、ロー

カルリポート、アメリカで活動する

日本人へのインタビュー、各地のイ

ベント情報などなど、週替わりの

キャスターがそれぞれの地域から放

送しています。

　毎週水曜日午前 10 時 15 分ほか

★「三代目 柳家東三楼のアメリカよ

もやま噺」

　カーネギーホール独演会を成功さ

せた東三楼さんことザブちゃんが、

全米各地域で経験した面白エピソー

ドを一人喋りします。

　毎週金曜日午前９時 30 分ほか　

 

  

★イベント情報募集中！

 皆さんの周りで開催されるイベン

トを番組内で告知致します。joho@

sakuraradio.com まで。

　
高
校
生
が
日
本
語
と
日
本

文
化
の
知
識
を
競
う
ナ
シ
ョ

ナ
ル
・
ジ
ャ
パ
ン
・
ボ
ウ
ル

が
、
24
の
学
校
、
54
チ
ー
ム
、

１
２
０
人
を
超
え
る
学
生
と

教
師
を
迎
え
、
４
月
18
日
と
19

日
に
メ
リ
ー
ラ
ン
ド
大
学
カ

レ
ッ
ジ
パ
ー
ク
キ
ャ
ン
パ
ス

で
行
わ
れ
た
。
ワ
シ
ン
ト
ン
Ｄ

Ｃ
日
米
協
会
が
主
催
し
、
今
年

で
32
回
目
を
迎
え
た
。

　
今
年
は
ゲ
ス
ト
「
マ
ル
バ

ツ
」
審
査
員
と
し
て
、
在
ワ
シ

ン
ト
ン
日
本
国
大
使
館
の
三

宅
史
人
公
使
、
ニ
コ
リ
の
安
福

良
直
代
表
取
締
役
社
長
、
ジ
ョ

ン
ズ
・
ホ
プ
キ
ン
ス
大
学
高
等

国
際
関
係
学
部
語
学
学
科
の

ト
シ
コ
・
Ｍ
・
カ
ル
ダ
ー
講
師
、

ア
フ
ラ
ッ
ク
生
命
保
険
の
菱

川
摩
貴
・
国
際
担
当
副
社
長
、

西
浦
流
香
道
の
津
田
貴
子
講

師
が
参
加
し
た
。

　
高
校
生
た
ち
は
90
を
超
え

る
質
問
と
会
話
ラ
ウ
ン
ド
に

取
り
組
み
、
フ
ァ
イ
ナ
リ
ス
ト

は
２
日
目
の
優
勝
決
定
戦
で

対
戦
し
、
今
年
の
全
米
チ
ャ
ン

ピ
オ
ン
が
決
定
し
た
。
１
位
は

レ
ベ
ル
Ⅱ
が
リ
ン
ブ
ル
ッ
ク

高
校
（
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
）、

レ
ベ
ル
Ⅲ
が
ス
タ
イ
ベ
サ
ン

ト
高
校
（
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
州
）、

レ
ベ
ル
IV
は
リ
ン
ブ
ル
ッ
ク

高
校
と
な
っ
た
。
ほ
か
の
結
果

は
別
表
の
通
り
。

　
大
会
で
は
文
化
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
と
し
て
「
日
本
の
抹

茶
と
緑
茶
」「
茶
道
泡
立
て
体

験
」「
お
弁
当
ガ
イ
ド
」「
ニ
コ

リ
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
」「
浴

衣
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
」「
香
道

西
浦
流
」「
日
本
で
ア
メ
リ
カ

の
学
位
を
取
得
す
る
」
な
ど
が

行
わ
れ
た
。

　
授
賞
式
お
よ
び
閉
会
式
で

は
、
ジ
ム
・
ズ
ム
ウ
ォ
ル
ト
Ｄ

Ｃ
日
米
協
会
議
長
、
キ
ャ
サ
リ

ン
・
モ
ノ
ハ
ン
次
期
在
東
京
米

国
大
使
館
副
首
席
公
使
、
三
宅

史
人
在
日
本
大
使
館
公
使
、
ラ

イ
ア
ン
・
シ
ェ
イ
フ
ァ
ー
Ｄ

Ｃ
日
米
協
会
会
長
に
よ
る
挨

拶
が
行
わ
れ
た
。
式
典
は
マ
ー

ク
・
Ｈ
太
鼓
に
よ
る
爽
快
な
太

鼓
演
奏
で
締
め
く
く
ら
れ
た
。

　
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
ジ
ャ
パ
ン
・

ボ
ウ
ル
の
上
位
入
賞
者
は
日

本
を
訪
問
し
、
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ

リ
ー
や
日
本
人
学
生
と
と
も

に
１
週
間
の
文
化
体
験
を
し
、

ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
ジ
ャ
パ
ン
・
ボ

ウ
ル
の
名
誉
後
援
者
で
あ
る

高
円
宮
妃
殿
下
を
含
む
高
官

ら
と
謁
見
す
る
予
定
だ
。

第 32 回の優勝者　
レベルⅡ
１位：リンブルック高校（カリフォルニア州）
２位：ヘンリー・M・ガン高校（カリフォル
ニア州）
３位：クパチーノ高校（カリフォルニア州）
４位：スタイベサント高校（ニューヨーク州）
５位：グレッチェン・ホイットニー高校（カ
リフォルニア州）

レベルⅢ
１位：スタイベサント高校（ニューヨーク州）
２位：クパチーノ高校（カリフォルニア州）
３位：リンブルック高校（カリフォルニア州）
４位：ヘンリー・M・ガン高校（カリフォル
ニア州）
５位：タウンゼント・ハリス高校（ニューヨー
ク州）

レベル IV
１位：リンブルック高校（カリフォルニア州）
２位：クパチーノ高校（カリフォルニア州）
３位：スタイベサント高校（ニューヨーク州）
４位：ヘンリー・M・ガン高校（カリフォル
ニア州）
５位：トーマス・ジェファーソン科学・技術
高等学校（バージニア州）

会話ラウンドの勝者

レベルⅡ
リンブルック高校「素晴らしいコラボレー
ションのために」
セント・ジョンズ・スクール・グアム「素晴
らしいユーモアのために」 
佳作：グレッチェン・ホイットニー高校 
「チームワークの優秀さについて」

レベルⅢ

「温かさと前向きさのために」ベラ・シン（モ
ンゴメリー・ブレア高校）
「有意義な会話を持続させるために」 フー・
ヴォー（マギー・L・ウォーカー知事学校）
「相槌の効果的な使い方」シロー・ウィリア
ムズ（グローバル・スタディーズ・センター）

レベル IV
「効果的な問題提起」ソフィア・ギバス（ヘ
ンリー・M・ガン高校）
「素晴らしい熱意に対して」プラチ・マルファ
ティア（クパチーノ高校）
「共感」トランツアー・ウォン（トーマス・ジェ
ファーソン科学技術高等学校）

　
レ
ベ
ル
IV
１
位
：
リ
ン
ブ
ル
ッ
ク

高
校
︵
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
︶

Photo:Kanji Takeno

ン
フ
ラ
ス
ト
ラ
ク
チ
ャ
ー
・
パ

ビ
リ
オ
ン
で
は
、
将
来
の
ア
メ

リ
カ
生
活
の
イ
ン
フ
ラ
と
な

る
日
本
の
最
先
端
技
術
、
製

品
、
サ
ー
ビ
ス
を
紹
介
し
た
。 

さ
く
ら
ま
つ
り
の
目
玉
で
あ

る
白
鶴
利
き
酒
パ
ビ
リ
オ
ン

は
、
今
回
も
多
く
の
来
場
者
を

魅
了
し
た
。

　
日
米
協
会
と
ピ
ー
ス
ウ
ィ

ン
ズ
・
ア
メ
リ
カ
に
よ
る
「
能

登
半
島
桜
祭
り
復
興
基
金
」
の

募
金
活
動
で
は
数
千
ド
ル
の

寄
付
金
が
集
ま
っ
た
。

　
桜
祭
り
の
キ
ャ
ピ
ト
ル
・
ス

テ
ー
ジ
で
は
、
日
米
協
会
伝
統

の
酒
樽
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
・
セ
レ

モ
ニ
ー
「
木
上
び
ら
き
」
が

行
わ
れ
、
ニ
ー
ナ
・
ア
ル
バ
ー

ト
・
コ
ロ
ン
ビ
ア
特
別
区
副
区

長
と
山
田
重
夫
・
駐
米
日
本
特

命
全
権
大
使
が
ゲ
ス
ト
と
し

て
登
場
し
た
。

　
Ｄ
Ａ
　
Ｐ
Ｕ
Ｍ
Ｐ
、
Ｔ
Ａ
Ｅ

Ｋ
Ｏ
、
Ｋ
Ｉ
Ｋ
Ｙ
Ｏ
の
３
組
の

パ
フ
ォ
ー
マ
ー
は
、
観
客
を
魅

了
す
る
シ
ョ
ー
を
繰
り
広
げ
、

Ｗ
Ｉ
Ｓ
Ｈ
の
タ
レ
ン
ト
・
コ
ン

テ
ス
ト
・
シ
ー
ズ
ン
３
は
日
曜

日
に
生
中
継
で
撮
影
さ
れ
た
。 

　
さ
く
ら
祭
り
〜
日
本
の

ジ
ャ
パ
ニ
ー
ズ
・
フ
ェ
ス
テ
ィ

バ
ル
は
、
１
１
２
年
前
に
日
本

が
ワ
シ
ン
ト
ン
Ｄ
Ｃ
に
桜
の

木
を
贈
っ
て
以
来
、
米
首
都
に

お
け
る
日
米
関
係
の
重
要
性

と
、
Ｄ
Ｃ
に
受
け
継
が
れ
て
き

た
日
本
の
重
要
な
遺
産
を
記

念
す
る
も
の
と
な
っ
て
い
る
。（All Photos: Jeff Song）　　　　　　　 WISHのステージではちょうど14日が誕生日だったDA PUMPのKIMIを祝った。



米国ニュース(3)  2024 年 5 月号（第 351 号）   

共同通信社との

契約により

デジタル版での

掲載はできません。



総　合(4)  2024 年５月号（第 351 号）   

　　　

　

　　

　

　

　5 月や 6 月は米国では卒業の季節

で す。 夏 に か け て 結 婚 式 を 挙 げ る

成 人 も い る か も し れ ま せ ん。 そ う

いった人たちに祝福の言葉を贈る中、

「Congratulations」と切り出した後は、

なんと言えばよいのか悩むところです。

そこで今回は、そういった祝福の場面

で使える表現を取り上げます。

　卒業に関しては、その人の今後がど

の程度分かっているかで言い方を変え

ることができます。これからどういう

道に進むのか聞いていない場合は、I 
wish you the best of luck in your future 
endeavors. といった表現がよく使わ

れます。若干距離が感じられるかしこ

まった言い方なので、先に卒業してい

く先輩、職場を離れる同僚などに使え

るかもしれません。親しい間柄で、具

体的な進学先や引っ越し先など、今後

その人が何をするのか教えてもらった

場合には、Good luck in grad school! や、

I’m definitely visiting you in Seattle! な

ど、もう少し情報を入れて崩した言い

方ができます。就職先などが決まらな

いまま卒業を迎える人も多いでしょう。

そういう人たちは将来が見えなくて悩

んでいるでしょうから、I’m sure you’ll 
thrive in whatever path you choose. と励

ますことができます。

　祝福の言葉を贈る場面では、上記の

ように「good luck」が使われがちですが、

それ以外の表現を模索した方が良い場

合もあります。丁寧な言い回しにして

も少しカジュアルに聞こえますので、

転職していく上司など、目上の人には、

I wish you much success at your new 
workplace. などと言い換えた方が適切

でしょう。また、「運だけで成功はしな

いし、努力が大切」という見方をする

人もいますので、I’m confident you’ll do 
wonderfully in Boston. などと言った方

が幅広い人たちの心に響くでしょう。

　結婚の場合、卒業に比べれば、祝福

する相手が遠くに行ってしまう可能

性は低いかもしれません。でも、二人

のこれからの旅路を祝うという意味で

は、似た表現となります。外部の人

はカップルの今後について詳しいこ

とを言う立場にないため、たとえ親

し い 友 人 で も、I wish you both much 
happiness ahead. や Congratulations to 
the beautiful couple! といった、少し漠

然とした言い方になりがちです。ただ、

これまで二人が幸せそうに付き合う姿

を長らく見てきた場合は、I’ve been 
waiting for this day for years! などと付

け足せるでしょう。また、二人のどち

らかが親戚である場合は、もう片方の

人を Welcome to the family! と歓迎する

ことができます。

　卒業式、結婚式、壮行会などは忙し

なく、同時に多くの人たちが祝福の言

葉を言いますから、一人一人が口頭で

言った内容を本人の記憶に留めてもら

うことは難しいかもしれません。だか

らこそ、卒業アルバム、寄せ書き、ビ

デオメッセージなど、後から見返せる

媒体では、特に心をこめて言葉を贈り

たいものです。

■プロフィール

　シアトルで生ま

れ、ホノルルと東

京 で 育 つ。Shiori 
Communications, 
LLC の代表とし

て、DC を 中 心

に、通訳、翻訳、

広報、執筆活動

を展開。言葉の力を通じて日米をつな

ぐことに情熱を注いできた。過去には

米日カウンシルや在米・在英日本大使

館の広報チームで勤務。通訳者として

は、日米各地でハイレベルの会議、人

的交流プログラム、文化イベントなど

を担当。ダートマス大学で学士号、コ

ロンビア大学の国際公共政策大学院と

ジャーナリズム大学院で修士号を取得。

ブログ「tabula sarasara」更新中。 

祝福の仕方

４

 

Ｊ-

１
ジ
ャ
パ
ン
・

ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト
・
プ
ロ
グ
ラ
ム

　
米
国
国
務
省
は
4
月
5
日

よ
り
Ｊ-

１
交
換
訪
問
者
プ
ロ

グ
ラ
ム
に
新
た
な
ジ
ャ
パ
ン
・

ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト
・
プ
ロ
グ
ラ

ム
と
い
う
カ
テ
ゴ
リ
ー
を
設

け
ま
し
た
。
国
際
教
育
文
化
交

流
の
促
進
を
目
的
と
し
て
制

定
さ
れ
た
フ
ル
ブ
ラ
イ
ト
・
ヘ

イ
ズ
法
の
趣
旨
に
従
い
、
こ
の

プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、
日
米
双
方
の

教
育
専
門
家
の
相
互
知
識
交

換
を
促
進
す
る
こ
と
を
目
的

と
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
通
じ

て
、
日
本
語
と
日
本
文
化
の
専

門
家
が
米
国
教
育
施
設
や
機

関
の
教
育
方
法
や
手
法
を
学

ぶ
と
同
時
に
、
日
本
語
の
教

育
方
法
な
ど
を
ア
メ
リ
カ
の

専
門
家
と
共
有
す
る
こ
と
で
、

日
本
と
ア
メ
リ
カ
全
土
の
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
と
の
長
期
的

な
相
互
理
解
と
国
際
協
力
を

育
成
す
る
こ
と
を
目
指
し
て

い
ま
す
。

 【
活
動
内
容
】

　
日
本
か
ら
の
交
換
訪
問
者

は
、
米
国
の
地
元
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
の
非
営
利
団
体
、
米
国
政

府
機
関
、
中
学
校
、
高
校
や
大

学
な
ど
日
本
語
教
育
を
提
供

す
る
教
育
機
関
や
同
等
の
施

設
を
訪
問
す
る
こ
と
で
米
国

の
文
化
と
社
会
へ
の
理
解
を

深
め
、
ま
た
、
地
元
の
専
門
家

と
日
本
語
教
育
に
関
す
る
専

門
知
識
を
共
有
す
る
こ
と
で

米
国
地
域
社
会
の
日
本
文
化

や
言
語
、
日
本
の
教
育
制
度
に

関
す
る
理
解
を
高
め
ま
す
。

 【
滞
在
期
間
】

　
交
換
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
ス
ペ

シ
ャ
リ
ス
ト
・
カ
テ
ゴ
リ
ー
は

ア
メ
リ
カ
で
の
滞
在
期
間
が

１
年
期
間
に
限
定
さ
れ
て
い

ま
す
が
、
日
米
間
の
国
際
交
流

を
促
進
す
る
た
め
に
、
こ
の

１
年
間
の
制
限
は
免
除
さ
れ
、

ジ
ャ
パ
ン
・
ス
ペ
シ
ャ
リ
ス

ト
・
プ
ロ
グ
ラ
ム
参
加
者
は
最

長
で
36
カ
月
ま
で
ア
メ
リ
カ

に
滞
在
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
最
初
は
１
年
間
の
滞
在
が

許
可
さ
れ
、
そ
の
後
２
４
か
月

延
長
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

 【
参
加
条
件
】

　
交
換
訪
問
者
は
、
特
定
分
野

の
専
門
家
で
あ
り
、
ア
メ
リ
カ

の
教
育
事
情
の
観
察
、
コ
ン
サ

ル
テ
ィ
ン
グ
、
あ
る
い
は
自
ら

の
専
門
知
識
や
ス
キ
ル
を
共

有
す
る
目
的
で
渡
米
す
る
こ

と
が
条
件
と
な
り
ま
す
。
た
だ

し
、
交
換
訪
問
者
は
、
米
国
に

て
永
久
ま
た
は
長
期
雇
用
の

２
０
１
９
フ
ォ
ー
ム
を
持
参

し
、
ア
メ
リ
カ
に
入
国
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

 

本
ニ
ュ
ー
ス
記
事
に
関
す
る

注
意
事
項

（D
ISC

LA
IM
ER

）

　
本
雇
用
・
労
働
・
移
民
法

ニ
ュ
ー
ス
記
事
は
弁
護
士
と

し
て
法
律
上
ま
た
は
専
門
的

な
ア
ド
バ
イ
ス
の
提
供
を
意

図
し
た
も
の
で
は
な
く
、
一
般

的
情
報
の
提
供
を
目
的
と
す

る
も
の
で
す
。
ま
た
、
記
載

さ
れ
て
い
る
情
報
に
関
し
て

は
、
で
き
る
だ
け
正
確
な
も

の
に
す
る
努
力
を
し
て
お
り

大蔵昌枝弁護士

プロフィール

　 ジ ョ ー ジ ア 州
弁 護 士。 ア ト ラ
ン タ に あ る Taylor 
English Duma LLP 法
律事務所勤務。東
京外国語大学中国
語学科卒業後、日本にて証券会社や製造
会社の国際事業部をの勤務を経て、97 年
に米国公認会計士試験に合格。2002 年サ
ウス・カロライナ州サウス・カロライナ
大学ロースクールおよびビジネススクー
ルを卒業。経営学修士号（MBA）、法学博
士号（JD）を取得。現在は弁護士として
移民法やその他の相談などを行っており、
日本語、英語、中国語で対応できる。

職
に
就
く
こ
と
は
で
き
ま
せ

ん
。
交
換
訪
問
者
は
日
本
国

民
で
あ
り
、
日
本
外
務
省
発

行
の
パ
ス
ポ
ー
ト
を
所
持
し

て
い
る
こ
と
、
さ
ら
に
十
分

な
英
語
能
力
を
持
ち
、
Ｊ-

１

ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト
・
プ
ロ
グ

ラ
ム
の
す
べ
て
の
資
格
基
準

を
満
た
し
て
い
る
こ
と
が
条

件
と
な
り
ま
す
。

 【
申
請
方
法
】

　
交
換
訪
問
者
の
応
募
は
、

日
本
の
政
府
機
関
か
ら
資
金

提
供
を
受
け
事
前
に
選
出
さ

れ
て
い
る
者
以
外
に
も
、
教

育
機
関
お
よ
び
国
家
登
録
日

本
語
教
師
な
ど
民
間
資
金
に

よ
る
参
加
者
も
含
ま
れ
ま
す
。

資
金
源
に
関
係
な
く
、
す
べ

て
の
応
募
者
は
Ｊ-

１
ス
ポ

ン
サ
ー
に
直
接
申
請
し
ま
す
。

Ｊ-

１
ス
ポ
ン
サ
ー
は
、
各

参
加
者
の
選
考
プ
ロ
セ
ス
と

応
募
者
の
経
歴
が
ジ
ャ
パ
ン
・

ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト
・
カ
テ
ゴ

リ
ー
の
規
制
に
準
拠
し
て
い

る
こ
と
、
お
よ
び
各
応
募
者

が
そ
の
分
野
の
専
門
家
で
あ

る
こ
と
を
確
認
し
ま
す
。

　
プ
ロ
グ
ラ
ム
参
加
が
承
認

さ
れ
た
ら
、
応
募
者
は
、
ス

ポ
ン
サ
ー
か
ら
米
国
の
Ｊ-

１

非
移
民
ビ
ザ
を
申
請
す
る
た

め
に
必
要
な
Ｄ
Ｓ-

２
０
１
９

交
換
訪
問
者
在
留
資
格
証
明

書
の
発
行
を
受
け
ま
す
。
Ｄ

Ｓ-
２
０
１
９
受
領
後
は
、
応

募
者
の
居
住
地
或
は
所
在
地

の
米
国
大
使
館
か
領
事
館
に

面
接
予
約
を
と
り
、
所
定
書

類
を
提
出
し
て
Ｊ-
１
非
移

民
ビ
ザ
を
申
請
し
ま
す
。
Ｊ-

１
非
移
民
ビ
ザ
が
発
行
さ
れ

た
ら
、
パ
ス
ポ
ー
ト
、
Ｊ-

１
ビ
ザ
ス
タ
ン
プ
と
Ｄ
Ｓ-

ま
す
が
、
正
確
さ
に
つ
い
て
の

保
証
は
で
き
ま
せ
ん
。
し
か

も
、
法
律
や
政
府
の
方
針
は
頻

繁
に
変
更
す
る
も
の
で
あ
る

た
め
、
実
際
の
法
律
問
題
の
処

理
に
当
っ
て
は
、
必
ず
専
門
の

弁
護
士
も
し
く
は
専
門
家
の

意
見
を
求
め
て
下
さ
い
。
テ

イ
ラ
ー
・
イ
ン
グ
リ
ッ
シ
ュ
・

ド
ゥ
マ
法
律
事
務
所
お
よ
び

筆
者
は
こ
の
記
事
に
含
ま
れ

る
情
報
を
現
実
の
問
題
に
適

用
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
生
じ

る
結
果
や
損
失
に
関
し
て
何

ら
責
任
も
負
う
こ
と
は
出
来

ま
せ
ん
の
で
あ
ら
か
じ
め
ご

承
知
お
き
下
さ
い
。
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米
国
宝
酒
造
は
、
メ
ジ
ャ
ー

リ
ー
グ
ベ
ー
ス
ボ
ー
ル
（
Ｍ

Ｌ
Ｂ
）
ナ
シ
ョ
ナ
ル
リ
ー
グ

東
地
区
所
属
の
ニ
ュ
ー
ヨ
ー

ク
・
メ
ッ
ツ
と
２
０
２
４
年

度
の
オ
フ
ィ
シ
ャ
ル
ス
ポ
ン

サ
ー
契
約
を
締
結
し
た
。
こ

の
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
に
よ

り
、
ス
パ
ー
ク
リ
ン
グ
日
本

酒
「
澪
」
が
、
日
本
酒
で
初

め
て
メ
ッ
ツ
の
本
拠
地
シ

テ
ィ
・
フ
ィ
ー
ル
ド
で
採
用

さ
れ
る
。 

　「
澪
」
は
、
球
場
内
に
あ

る
複
数
の
レ
ス
ト
ラ
ン
や
ス

イ
ー
ト
ル
ー
ム
で
提
供
さ
れ

る
。
シ
テ
ィ
・
フ
ィ
ー
ル
ド

の
レ
ス
ト
ラ
ン
で
提
供
さ
れ

る
多
彩
な
料
理
は
、「2023 

U
S
A
 T

O
D
A
Y
 1

0
B
est 

R
eaders’

C
hoice T

ravel 
A
w
ard

コ
ン
テ
ス
ト
」
で
最

優
秀
ス
タ
ジ
ア
ム
フ
ー
ド
を

受
賞
し
て
お
り
、「
澪
」
と
多

彩
な
料
理
の
マ
リ
ア
ー
ジ
ュ

が
楽
し
め
る
。 

　
ま
た
、「
澪
」
の
デ
ジ
タ
ル

広
告
が
、
球
場
内
の
電
光
掲

示
板
・
セ
ン
タ
ー
ボ
ー
ド
・

通
路
、
球
場
外
の
外
壁
な
ど

約
４
３
０
か
所
で
表
示
さ
れ

る
。
そ
し
て
、ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
・

メ
ッ
ツ
の
公
式
イ
ン
ス
タ
グ

ラ
ム
で
、
約
１
５
０
万
人
の

フ
ォ
ロ
ワ
ー
に
向
け
て
「
澪
」

が
紹
介
さ
れ
る
。
さ
ら
に
一

部
の
試
合
で
は
、
来
場
者
に

「
澪
」
を
実
体
験
で
き
る
試
飲

会
も
予
定
さ
れ
て
い
る
。

　

スパークリング日本酒「澪」

ＮＹメッツのシティ・フィールドで採用
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村
林
弘
文
在
ヒ
ュ
ー
ス
ト

ン
日
本
国
総
領
事
は
３
月
18

日
、
サ
ン
ア
ン
ト
ニ
オ
市
お
よ

び
白
根
直
子
記
念
財
団
と
協

コ
ス
テ
ロ
白
根
直
子
記
念
財
団
前
会
長
に
外
務
大
臣
表
彰

サ
ン
ア
ン
ト
ニ
オ
で
日
米
交
流
の
活
性
化
と
関
係
の
強
化
に
貢
献

力
し
て
、
エ
リ
ザ
ベ
ス
・
コ

ス
テ
ロ
白
根
直
子
記
念
財
団

前
会
長
へ
の
外
務
大
臣
表
彰

を
祝
賀
す
る
レ
セ
プ
シ
ョ
ン

を
サ
ン
ア
ン
ト
ニ

オ
市
植
物
園
内
の

ベ
デ
ィ
・
ケ
ル
ソ
・

セ
ン
タ
ー
で
開
催

し
た
。

 

　
コ
ス
テ
ロ
氏
は
、

サ
ン
ア
ン
ト
ニ
オ

市
に
お
け
る
日
米

交
流
の
活
性
化
と

日
米
関
係
の
強
化

に
関
し
、
長
年
の

功
績
が
認
め
ら
れ

て
、
外
務
大
臣
表

彰

を

受

賞

し

た
。

同
氏
は
、
サ
ン
ア

恒
例
の
ピ
ク
ニ
ッ
ク
開
催
、 １
０
０
０
人
あ
ま
り
が
参
加

テ
キ
サ
ス
の
大
地
で
輝
く
日
本
人
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー

　
ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
で
日
本
語

情
報
誌
を
発
行
す
る
「
ラ
イ
ト

ハ
ウ
ス
」
が
５
月
21
日
（
火
）、

22
日
（
水
）、
23
日
（
木
）
の

午
後
６
時
か
ら
８
時
（
米
西
海

岸
時
間
）、
グ
ロ
ー
バ
ル
化
を

積
極
的
に
推
進
す
る
日
本
の

大
学
に
よ
る
、
オ
ン
ラ
イ
ン
進

学
フ
ェ
ア
を
開
催
す
る
。

　
英
語
で
の
入
試
制
度
や
海

外
生
の
た
め
の
奨
学
金
制
度
、

秋
入
学
、
カ
レ
ッ
ジ
か
ら
の
編

入
学
な
ど
、
大
学
の
特
色
や
取

り
組
み
に
加
え
、
入
試
に
向
け

た
最
新
情
報
を
届
け
る
。
プ
レ

ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
は
日
本
語

と
英
語
の
両
方
で
ラ
イ
ブ
配

信
す
る
。
各
大
学
と
の
個
別
相

日
本
の
大
学
進
学
フ
ェ
ア
を

オ
ン
ラ
イ
ン
で
開
催
　

上
智
大
学
・
Ｉ
Ｃ
Ｕ
等
12
大
学
が
参
加
、
無
料

村林総領事とエリザベス・コステロ氏

村林総領事とエリザベス・コステロ氏

会
会
長
の
挨
拶
が
行
わ
れ
「
今

日
一
日
、
ヒ
ュ
ー
ス
ト
ン
で
の

良
い
思
い
出
を
作
っ
て
く
だ

さ
い
」
と
呼
び
か
け
た
。

　
ラ
ン
チ
に
は
、
動
物
と
触
れ

合
え
る
施
設
や
、
子
供
用
の
遊

具
、
美
味
し
い
テ
キ
サ
ス
バ
ー

ベ
キ
ュ
ー
（
Ｂ
Ｂ
Ｑ
）
が
用

意
さ
れ
て
い
た
。
Ｂ
Ｂ
Ｑ
コ
ー

ナ
ー
は
時
間
限
定
だ
っ
た
た

め
長
蛇
の
列
が
で
き
た
。
昨

年
よ
り
も
Ｂ
Ｂ
Ｑ
が
美
味
し

か
っ
た
と
の
声
が
多
く
聞
か

れ
た
。
日
本
人
会
の
コ
ー
ナ
ー

は
本
部
テ
ン
ト
の
一
角
で
飲

み
物
コ
ー
ナ
ー
に
近
か
っ
た

の
で
、
多
く
の
人
が
立
ち
寄
り

交
流
を
深
め
て
い
た
。 

　
ピ
ク
ニ
ッ
ク
で
は
子
供
た

ち
、
親
子
、
大
人
が
楽
し
め
る

様
々
な
独
自
の
ア
ク
テ
ィ
ビ

テ
ィ
ー
も
毎
年
用
意
し
て
い

る
。
幼
児
か
ら
大
人
ま
で
楽
し

め
る
宝
探
し
で
は
、
牧
場
感
満

点
の
藁
の
中
か
ら
く
じ
を
探

し
出
し
、
年
齢
に
合
わ
せ
た
豪

華
景
品
ゲ
ッ
ト
し
て
い
た
。
わ

　
ヒ
ュ
ー
ス
ト
ン
日
本
商
工

会
と
グ
レ
ー
タ
ー
・
ヒ
ュ
ー

ス
ト
ン
日
本
人
会
共
催
の
毎

年
恒
例
の
ピ
ク
ニ
ッ
ク
が
４

月
７
日
、
昨
年
に
続
き
ホ
ッ
ク

リ
ー
に
あ
る
オ
イ
ル
ラ
ン
チ

牧
場
で
、
お
よ
そ
１
０
０
０
人

が
参
加
し
開
催
さ
れ
た
。

　
日
本
人
会
か
ら
は
医
師
の

グ
ル
ー
プ
を
含
め
約
90
人
が

参
加
。
通
常
、
３
歳
以
上
〜
大

人
の
イ
ベ
ン
ト
入
場
料(

食
事

込
み)

が
一
律
約
40
ド
ル
の
と

こ
ろ
、
商
工
会
・
日
本
人
会
の

支
援
で
大
人
25
ド
ル
、
子
供
15

ド
ル
と
割
安
な
料
金
に
設
定

さ
れ
た
。

　
正
午
に
会
場
が
オ
ー
プ
ン

に
な
り
、
参
加
者
が
一
斉
に
入

場
し
た
。
昼
に
向
か
っ
て
気
温

が
上
昇
す
る
中
、
開
催
式
が
始

ま
る
ま
で
の
30
分
ほ
ど
の
間
、

子
供
た
ち
だ
け
で
な
く
大
人

も
か
き
氷
コ
ー
ナ
ー
に
殺
到

し
て
た
。

　
開
催
式
で
は
早
坂
ピ
ク

ニ
ッ
ク
委
員
長
、
武
智
日
本
人

談
（
予
約
制
）
も
可
能
。

　
参
加
予
定
大
学
（
50
音
順
）

は
青
山
学
院
大
学
、
叡
啓
大

学
、国
際
基
督
教
大
学
（IC

U

）、

駒
澤
大
学
、
上
智
大
学
、
中
京

大
学
、
東
京
国
際
大
学
、
広
島

大
学
、
立
教
大
学
、
立
命
館
大

学
、
山
梨
学
院
大
学 

国
際
リ

ベ
ラ
ル
ア
ー
ツ
学
部
、
横
浜
国

立
大
学

　

無

料

だ

がhttps://bit.
ly
/D

A
IG

A
K
U
2
4
S
P

の

W
eb

フ
ォ
ー
ム
か
ら
事
前
登

録
が
必
要
。
問
い
合
わ
せ
は

sem
in
ar@

u
s-lig

h
th
ou

se.
com

（

担

当:

中

村

）。

主

催
は
ラ
イ
ト
ハ
ウ
ス
（us-

lighthouse.com

）

い
わ
い
サ
ッ
ク
レ
ー
ス
で
は
、

大
き
い
麻
袋
に
両
足
を
入
れ

て
ピ
ョ
ン
ピ
ョ
ン
ジ
ャ
ン
プ

し
な
が
ら
ゴ
ー
ル
に
た
ど
り

着
く
速
さ
を
競
っ
た
。
年
齢
別

の
個
人
戦
と
職
場
で
３
人
一

組
で
出
場
す
る
団
体
戦
が
あ

り
、
練
習
量
と
若
さ
が
有
利
に

働
い
た
よ
う
だ
。

　
こ
う
し
た
ア
ク
テ
ィ
ビ

テ
ィ
ー
で
は
、
い
ま
ま
で
知
ら

な
か
っ
た
人
た
ち
と
も
一
緒

に
笑
い
あ
っ
た
り
汗
を
流
し

た
り
す
る
こ
と
で
日
本
人
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
の
一
体
感
を

感
じ
さ
せ
、
盛
り
上
が
っ
た
。 

　
ま
た
、
今
年
初
め
て
Ｊ
Ｍ

Ｔ
Ｘ
が
本
格
的
に
医
療
コ
ー

ナ
ー
を
設
置
。
た
く
さ
ん
の
人

が
血
圧
・
血
糖
値
の
検
査
に
積

極
的
に
参
加
し
て
い
た
。
他
に

も
、
医
者
の
白
衣
を
着
た
り
、

聴
診
器
で
自
分
の
心
臓
音
を

聴
い
た
り
、
ス
ピ
ン
ホ
イ
ー
ル

で
お
も
ち
ゃ
を
ゲ
ッ
ト
し
た

り
な
ど
、
楽
し
く
気
軽
に
医
療

に
関
わ
れ
る
人
気
ブ
ー
ス
に

な
っ
て
い
た
。 

　
最
後
に
、
ピ
ク
ニ
ッ
ク
最
大

の
イ
ベ
ン
ト
で
あ
る
ラ
ッ
フ

ル
抽
選
会
が
行
わ
れ
た
。
賞
品

と
し
て
、
Ａ
Ｎ
Ａ
日
本
往
復
航

空
券
、
東
芝
の
大
型
テ
レ
ビ
、

ダ
イ
キ
ン
の
空
気
清
浄
機
、
有

名
レ
ス
ト
ラ
ン
の
ギ
フ
ト
券
、

ホ
テ
ル
宿
泊
券
な
ど
豪
華
賞

品
が
た
く
さ
ん
用
意
さ
れ
た
。

今
年
は
事
前
抽
選
で
の
当
選

を
増
や
し
、
最
後
の
抽
選
会

で
は
15
点
ほ
ど
に
絞
っ
て
ス

マ
ー
ト
な
抽
選
会
に
し
た
。
当

選
番
号
発
表
の
際
に
は
た
め

息
と
喜
び
の
声
が
混
じ
り
、
会

場
の
雰
囲
気
を
盛
り
上
げ
た
。

初
参
加
の
直
美
さ
ん
と

ユ
ン
さ
ん
か
ら
の
コ
メ
ン
ト

　
私
自
身
、
ア
メ
リ
カ
国
内
で

複
数
の
州
に
住
ん
だ
経
験
が

あ
り
ま
す
が
、
ヒ
ュ
ー
ス
ト
ン

の
こ
の
イ
ベ
ン
ト
ほ
ど
、
駐

在
家
族
や
永
住
家
族
が
分
け

隔
て
な
く
一
緒
に
楽
し
む
こ

と
が
で
き
る
場
所
は
他
に
は

あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
ヒ
ュ
ー

ス
ト
ン
の
日
本
人
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
ー
は
全
米
で
見
た
ら
小

規
模
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
こ

こ
に
集
う
人
々
の
情
熱
と
活

力
は
、
ど
の
大
都
市
の
そ
れ
と

比
べ
て
も
決
し
て
劣
ら
な
い

と
感
じ
ま
す
」

　
ピ
ク
ニ
ッ
ク
の
成
功
の
裏

ン
ト
ニ
オ
市
国
際
部
長
在
任

中
に
、
熊
本
市
と
の
姉
妹
都
市

交
流
開
始
や
ト
ヨ
タ
自
動
車

の
工
場
誘
致
な
ど
を
成
し
遂

げ
、
退
職
後
に
は
、
故
白
根
直

子
元
テ
キ
サ
ス
州
日
本
事
務

所
代
表
の
遺
志
を
継
い
で
同

市
で
設
立
さ
れ
た
白
根
直
子

記
念
財
団
の
会
長
と
し
て
、
日

米
交
流
に
携
わ
っ
て
き
た
。

 

　
授
与
式
に
お
い
て
、
村
林

総
領
事
は
、
巨
大
地
域
経
済

圏
「
テ
キ
サ
ス
・
ト
ラ
イ
ア
ン

グ
ル
（
ダ
ラ
ス
、
ヒ
ュ
ー
ス
ト

ン
、
サ
ン
ア
ン
ト
ニ
オ
・
オ
ー

ス
テ
ィ
ン
）」
で
南
テ
キ
サ
ス

に
位
置
す
る
サ
ン
ア
ン
ト
ニ

オ
市
は
、
現
在
、
日
系
企
業
の

製
品
の
製
造
・
物
流
の
拠
点
と

に
は
、
無
数
の
運
営
ス
タ
ッ
フ

と
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
尽
力
が

あ
り
ま
す
。
皆
様
の
献
身
的
な

働
き
に
よ
っ
て
、
こ
の
日
は
よ

り
特
別
な
も
の
と
な
り
ま
し

た
。
家
族
や
友
人
と
の
絆
を
深

め
、
新
た
な
出
会
い
を
楽
し
む

場
と
し
て
、
ま
た
文
化
的
な
繋

が
り
を
再
確
認
す
る
場
と
し

て
、
こ
の
イ
ベ
ン
ト
は
大
き
な

役
割
を
果
た
し
て
い
ま
す
。 

　
ヒ
ュ
ー
ス
ト
ン
に
お
け
る

こ
の
日
本
人
ピ
ク
ニ
ッ
ク
は
、

た
だ
の
社
交
イ
ベ
ン
ト
で
は

な
く
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
の
力

と
一
体
感
を
象
徴
す
る
も
の

で
す
。
こ
う
し
た
イ
ベ
ン
ト

が
、
日
本
人
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー

の
中
で
さ
ら
に
一
層
の
結
束

を
育
み
、
地
元
文
化
へ
の
理

解
と
尊
重
を
深
め
る
手
段
と

な
っ
て
い
く
こ
と
で
し
ょ
う
。

次
回
の
ピ
ク
ニ
ッ
ク
も
、
多
く

の
人
々
に
と
っ
て
の
楽
し
み

で
あ
り
続
け
る
こ
と
を
願
っ

て
や
み
ま
せ
ん
。

　
佐
藤
直
実
さ
ん
（
運
転
教
育

イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
）、
ユ
ン
・

ヨ
ン
ジ
ュ
ン
さ
ん
（J-A

uto

）

　（
情
報
・
写
真
提
供
＝
グ

レ
ー
タ
ー
・
ヒ
ュ
ー
ス
ト
ン
日

本
人
会
）

な
っ
て
い
る
が
、
コ
ス
テ
ロ
氏

は
そ
の
基
盤
の
整
備
に
尽
力

し
て
き
た
と
述
べ
た
。
そ
し
て

表
彰
状
と
記
念
品
を
コ
ス
テ

ロ
氏
に
授
与
し
た
。

 

　
コ
ス
テ
ロ
氏
は
１
９
８
０

年
代
に
サ
ン
ア
ン
ト
ニ
オ
市

役
所
で
当
時
の
上
司
で
あ
っ

た
ヘ
ン
リ
ー
・
シ
ス
ネ
ロ
ス
元

市
長
と
と
も
に
日
本
か
ら
の

海
外
直
接
投
資
を
促
進
し
よ

う
と
し
て
い
た
時
に
故
白
根

直
子
氏
と
出
会
い
、
同
氏
か

ら
、
投
資
環
境
を
整
備
す
る
前

に
ま
ず
は
人
間
関
係
を
構
築

す
る
必
要
性
を
説
か
れ
た
こ

と
が
、
熊
本
市
と
の
姉
妹
都
市

関
係
を
立
ち
上
げ
る
き
っ
か

け
と
な
っ
た
こ
と
な
ど
を
述

べ
た
。
外
務
大
臣
表
彰
を
受
け

た
こ
と
は
大
変
に
光
栄
で
あ

る
け
れ
ど
も
、「
賞
賛
さ
れ
る

べ
き
は
、
こ
れ
ま
で
日
米
交

流
、
日
米
関
係
強
化
に
携
わ
っ

て
き
た
本
日
御
出
席
の
皆
さ

ん
で
す
」
と
述
べ
た
。

 

　
レ
セ
プ
シ
ョ
ン
に
は
シ
ス

ネ
ロ
ス
元
サ
ン
ア
ン
ト
ニ
オ

市
長
（
元
連
邦
住
宅
都
市
開
発

長
官
）
を
は
じ
め
と
す
る
サ
ン

ア
ン
ト
ニ
オ
市
の
関
係
者
や

白
根
直
子
記
念
財
団
、
サ
ン
ア

ン
ト
ニ
オ
日
米
協
会
、
サ
ン
ア

ン
ト
ニ
オ
日
本
企
業
会
の
関

係
者
な
ど
１
２
９
名
が
出
席

し
た
。



特　集 2024 年 5 月号（第 351 号）   (6)

・・・来年もまた会いましょう！・・・ 今
年
も
大
盛
況
の
う
ち
に
全
米
桜
祭
り
閉
幕

皆
様
に
心
よ
り
深
く
感
謝

　
今
年
は
桜
の
開
花
が
少
し
早
ま
り
ま
し
た
が
、
そ
の
後
の

低
気
温
の
お
か
げ
で
例
年
よ
り
も
長
く
満
開
の
桜
を
楽
し
む

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
そ
の
よ
う
な
中
、
４
月
14
日
に
今
年

の
全
米
桜
祭
り
を
大
盛
況
の
う
ち
に
無
事
終
え
る
こ
と
が
で

き
、
関
わ
っ
て
い
た
だ
い
た
す
べ
て
の
皆
様
に
心
よ
り
深
く

感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　
特
に
今
年
は
、
岸
田
文
雄
首
相
の
公
式
米
国
訪
問
が
桜
祭

の
時
期
と
重
な
り
、
首
相
に
直
接
挨
拶
を
す
る
機
会
を
得

る
と
と
も
に
、
岸
田
裕
子
夫
人
と
の
再
会
も
果
た
す
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
首
相
は
以
下
の
よ
う
な
言
葉
を
述
べ
ら
れ
ま

し
た
。「
ワ
シ
ン
ト
ン
の
皆
様
が
こ
の
桜
の
木
を
大
切
に
し
、

守
っ
て
く
だ
さ
っ
た
よ
う
に
、
日
米
関
係
も
ま
た
、
お
互
い

の
国
を
愛
す
る
多
く
の
人
々
に
よ
っ
て
支
え
ら
れ
、
育
て
ら

れ
て
き
ま
し
た
。」
こ
の
言
葉
は
ま
さ
に
全
米
桜
祭
り
の
精

神
を
象
徴
し
て
い
ま
す
。
日
本
か
ら
い
た
だ
い
た
尊
い
桜
の

贈
り
物
を
称
え
、
桜
を
通
じ
て
春
の
喜
び
を
分
か
ち
合
い
、

ア
メ
リ
カ
と
日
本
の
間
の
友
情
を
祝
福
す
る
こ
と
は
、
私
た

ち
の
大
切
な
使
命
で
す
。

　
そ
し
て
、
２
０
２
６
年
の
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
建
国
２
５
０

周
年
を
記
念
し
て
、
日
本
か
ら
ワ
シ
ン
ト
ン
Ｄ
Ｃ
に
さ
ら
に

２
５
０
本
の
桜
の
木
が
寄
贈
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

こ
の
贈
り
物
は
、
2
国
間
の
友
情
の
象
徴
と
し
て
、
こ
れ
か

ら
も
長
く
美
し
い
彩
り
を
加
え
て
く
れ
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

全
米
桜
祭
り
は
、
春
の
祝
祭
を
超
え
、
自
然
と
友
情
の
結
び

つ
き
を
讃
え
る
場
と
し
て
そ
の
意
義
を
さ
ら
に
深
め
て
い
き

ま
す
。
新
た
に
寄
贈
さ
れ
る
桜
の
木
々
は
、
こ
れ
か
ら
の
さ

ら
な
る
未
来
に
向
け
て
両
国
間
の
絆
を
象
徴
し
続
け
る
で

し
ょ
う
。

　
来
年
も
ま
た
、
桜
の
下
で
皆
様
を
お
迎
え
で
き
る
こ
と
を

楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。
２
０
２
５
年
の
祭
り
日
程
は
3
月

20
日
か
ら
4
月
13
日
ま
で
で
す
。
多
く
の
方
々
の
ご
参
加
を

心
よ
り
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

 

全
米
桜
祭
り
会
長
　
ダ
イ
ア
ナ
・
メ
イ
ヒ
ュ
ー

カイト・フェスティバル（３月 30 日）

運営スタッフの皆さん

開会式にて森山直太朗（３月 23 日）

桜の女王のパレード（４月 13 日）

ピンク・タイ・パーティー（３月 15 日）

ペタルパルーザの花火（４月６日）

岸田首相とメイヒュー会長

Photos：Jason Dixson　



　子どもたちの SDGs の知識を増やし、 豊かな学力を

育み、思考力を高めることを目的として設立された

米・SDGs 教 育 NPO 法 人 ブ ル ー エ ッ グ ス（Blueggs 
Environmental　Education) による SDGs クイズ特集が始

まります。第２回目はSDGsの目標１の「貧困をなくそう」

がテーマです。クイズにチャレンジして SDGs について

いっしょに考えてみませんか？

( 解答は９ページ）

■ SDGs とは
　貧困、紛争、気候変動、感染症など人類はこれま

でになかったような数多くの問題に直面している。

これらの問題を解決するため、2015 年９月の国連

サミットで加盟国の全会一致で「持続可能な開発

のための 2030 アジェンダ」が採択され、「持続可

能な開発目標」（SDGs：Sustainable Development 
Goals）が掲げられた。2030 年までに持続可能で

よりよい世界を目指す国際目標だ。17 のゴール、

169 のターゲットから構成され、地球上の「誰一人

取り残さない」ことを誓っている。発展途上国だ

けでなく先進国自身が取り組むユニバーサルなも

ので、日本や米国も取り組んでいる。

総　合(7)  2024 年 5 月号（第 351 号）   

算数・国語・
理科・社会

の力をつかって

SDGsを考えよう
第２回　目標１：貧困をなくそう編

貧困をなくそう1
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米
国
議
会
図
書
館
の
プ
リ
ン
ツ
＆
フ
ォ
ト
グ
ラ
フ
ス
部
に
は

「
写
真
」「
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
ア
ー
ト
」「
建
築
・
意
匠
・
工
学
」
に

関
す
る
１
7
０
０
万
点
あ
ま
り
の
資
料
が
保
管
さ
れ
て
い
る
。
こ

の
う
ち
建
築
・
意
匠
・
工
学
系
の
資
料
の
収
集
、
保
存
、
公
開
を

担
っ
て
い
る
の
が
、
司
書
で
学
芸
員
の
中
原
ま
り
さ
ん
だ
。
建
築

図
面
や
ス
ケ
ッ
チ
、
写
真
と
い
っ
た
資
料
を
整
理
し
、
体
系
付
け
、

公
開
ま
で
担
え
る
数
少
な
い
「
建
築
ア
ー
キ
ビ
ス
ト
」
で
も
あ
る

中
原
さ
ん
に
、
こ
こ
に
至
る
ま
で
の
道
の
り
と
そ
の
仕
事
へ
の
情

熱
を
聞
い
た
。
第
１
回
は
日
本
〜
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
編
を
お
届
け
す

る
。（
聞
き
手
・
武
末
幸
繁
本
紙
編
集
長
）

建
築
家
は
あ
き
ら
め
る
も

建
築
資
料
に
魅
せ
ら
れ
る

Ｎ
Ｙ
で
建
築
資
料
を
学
ぶ
も

建
築
資
料
館
創
設
は
進
ま
ず

新
天
地
を
求
め
米
国
移
住

い
つ
か
血
と
な
り
肉
と
な
る

　
私
は
１
９
６
４
年
５
月
５

日
に
東
京
で
生
ま
れ
ま
し
た
。

60
年
代
初
め
か
ら
父
が
母
と

と
も
に
渡
米
し
フ
ル
ブ
ラ
イ

ト
の
奨
学
生
と
し
て
シ
カ
ゴ

大
学
と
マ
ウ
ン
ト
サ
イ
ナ
イ

病
院
で
イ
ン
タ
ー
ン
を
し
て

い
ま
し
た
。
母
が
妊
娠
し
た
の

で
す
が
、
６
歳
上
の
姉
が
い
る

の
で
男
の
子
を
希
望
し
た
よ

う
で
す
。
１
９
６
４
年
当
時
は

米
国
で
は
ま
だ
徴
兵
義
務
が

あ
り
、
両
親
は
私
が
米
国
で
生

ま
れ
て
米
国
籍
に
な
る
の
を

避
け
て
急
遽
帰
国
し
た
ん
で

す
ね
。
な
の
で
私
は
東
京
で
生

ま
れ
ま
し
た
。

　
幼
稚
園
か
ら
高
校
ま
で
女

子
校
の
白
百
合
学
園
で
育
っ

た
の
で
す
が
、
文
系
は
不
得
意

だ
っ
た
の
で
大
学
は
理
系
に

進
む
こ
と
を
決
め
て
い
ま
し

た
。
薬
学
科
に
も
合
格
し
ま
し

た
が
、
高
校
ま
で
の
知
識
と
は

違
う
新
し
い
分
野
の
勉
強
を

や
り
た
か
っ
た
の
で
建
築
を

選
び
ま
し
た
。
１
９
８
４
年
に

武
蔵
工
業
大
学
に
入
り
ま
し

た
。
建
築
学
科
は
１
８
0
人

中
、
女
性
は
９
人
だ
け
で
し
た

ね
。
ま
だ
そ
ん
な
時
代
で
す
。

そ
し
て
そ
れ
だ
け
で
は
な
く

建
築
と
い
う
の
は
受
験
勉
強

の
よ
う
に
勉
強
し
続
け
れ
ば

上
達
す
る
も
の
で
は
な
い
と

い
う
こ
と
に
大
学
に
入
っ
て

か
ら
気
が
つ
い
た
ん
で
す
。

　
ー
と
言
い
ま
す
と
？

　
美
的
セ
ン
ス
や
い
ろ
い
ろ

な
才
覚
が
必
要
な
ん
で
す
ね
。

な
の
で
子
供
の
頃
か
ら
ど
う

い
う
環
境
で
育
っ
て
き
た
か
、

何
を
培
っ
て
き
た
か
が
大
切

な
ん
で
す
よ
。
日
本
で
は
小

さ
い
頃
か
ら
建
築
物
を
見
に

行
っ
た
り
っ
て
あ
ま
り
し
な

い
で
す
よ
ね
。
ま
た
例
え
ば
私

は
一
軒
家
に
住
ん
で
な
か
っ

た
の
で
階
段
の
下
に
何
を
作

れ
る
か
な
ど
建
築
的
な
体
験

が
身
に
つ
い
て
な
い
わ
け
で

す
。
自
分
に
は
空
間
な
ど
に
つ

い
て
基
本
的
な
コ
ン
セ
プ
ト

が
培
わ
れ
て
い
な
い
な
と
わ

か
っ
た
ん
で
す
。
１
年
生
の

時
、
建
築
家
の
広
瀬
鎌
二
先
生

が
学
生
を
前
に
「
僕
は
こ
の
中

で
誰
か
一
人
有
名
な
建
築
家

う
こ
と
で
す
。
で
も
建
築
と

い
っ
て
も
設
備
と
か
い
ろ
い

ろ
な
分
野
が
あ
る
。
得
意
な
分

野
を
早
く
見
つ
け
な
さ
い
と

い
う
メ
ッ
セ
ー
ジ
だ
っ
た
と

思
っ
て
い
ま
す
。

　
ー
そ
れ
で
ど
う
さ
れ
た
の

で
す
か
？

　
建
築
の
デ
ザ
イ
ン
も
歴
史

も
好
き
だ
っ
た
の
で
、
建
築
の

意
匠
学
史
を
や
ろ
う
と
決
め

た
ん
で
す
。
大
学
院
は
東
京
都

立
大
学
（
当
時
）
に
進
み
、
博

士
課
程
ま
で
終
え
ま
し
た
。
そ

の
後
研
究
室
の
助
手
に
さ
せ

て
い
た
だ
い
た
ん
で
す
け
ど
、

博
士
課
程
の
時
に
米
国
の
建

築
家
の
研
究
を
や
っ
て
い
た

の
で
、
米
国
に
あ
る
建
築
資
料

館
（
ア
ー
カ
イ
ブ
）
を
訪
ね
た

ん
で
す
。
そ
の
時
に
見
た
建
築

の
原
図
の
、
原
資
料
の
パ
ワ
ー

と
い
い
ま
す
か
威
力
に
魅
せ

ら
れ
て
し
ま
っ
て
、
惚
れ
て
し

ま
っ
た
ん
で
す
。
そ
れ
は
私
に

と
っ
て
ま
っ
た
く
未
知
の
分

野
で
し
た
。
そ
う
い
う
仕
事
、

職
能
、
職
域
が
あ
る
こ
と
を
米

国
に
行
っ
て
初
め
て
知
っ
た

ん
で
す
。

　
ー
建
築
資
料
の
仕
事
に
関

心
を
移
さ
れ
た
の
で
す
ね
。

　
文
化
庁
管
轄
の
神
社
仏
閣

は
別
と
し
て
、
近
代
の
日
本
の

建
築
界
を
支
え
て
き
た
丹
下

健
三
と
か
黒
川
紀
章
、
槇
文
彦

さ
ん
な
ど
の
ア
ー
カ
イ
ブ
が

あ
る
の
か
と
思
っ
て
調
べ
た

の
で
す
が
、
な
か
っ
た
。
じ
ゃ

日
本
に
も
建
築
資
料
館
を
作

ら
な
く
て
は
と
思
っ
た
の
で

　
建
築
資
料
館
設
立
運
動
は

う
ま
く
い
か
な
く
て
日
本
で

も
や
も
や
し
て
ま
し
た
。
で

も
夢
は
覚
め
な
か
っ
た
で
す
。

博
士
号
の
た
め
調
査
し
て
い

た
コ
ロ
ン
ビ
ア
大
学
の
エ
バ

リ
ー
と
い
う
と
こ
ろ
の
キ
ュ

レ
ー
タ
ー
が
、
自
費
だ
っ
た

ら
イ
ン
タ
ー
ン
に
来
て
い
い

よ
と
言
っ
て
く
れ
た
ん
で
す
。

建
築
資
料
館
の
Ａ 

to 

Ｚ
を

教
え
て
あ
げ
る
と
。
フ
ル
ブ

ラ
イ
ト
と
日
本
文
化
庁
の
奨

学
金
を
得
る
こ
と
が
で
き
て
、

１
９
９
６
年
か
ら
97
年
に
か

け
て
の
１
年
半
、
米
国
に
研
修

に
行
き
ま
し
た
。
都
立
大
の
助

手
の
ポ
ジ
シ
ョ
ン
は
そ
の
ま

ま
で
し
た
。

　
そ
こ
で
わ
か
っ
た
こ
と
の

ひ
と
つ
は
、
建
築
資
料
と
い
う

の
は
保
存
す
る
だ
け
じ
ゃ
な

く
人
に
見
せ
て
、
理
解
し
て
も

ら
っ
て
初
め
て
建
築
の
重
要

性
を
伝
ら
れ
る
と
い
う
こ
と

で
し
た
。
そ
の
方
法
の
一
つ
が

展
覧
会
で
す
。
展
覧
会
の
企

画
方
法
も
覚
え
な
い
と
い
け

な
い
の
で
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
近

代
美
術
館
で
も
研
修
し
ま
し

た
。
ま
た
北
米
に
あ
る
25
の
建

築
資
料
館
を
訪
ね
て
、
イ
ン
タ

ビ
ュ
ー
し
て
い
き
ま
し
た
。

　
た
ま
た
ま
96
年
に
建
築
資

料
に
関
す
る
国
際
会
議
が

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
で
あ
っ
た
の

で
、
世
界
中
で
建
築
資
料
保
存

に
携
わ
っ
て
い
る
人
た
ち
と

知
り
合
い
に
な
り
ま
し
た
。
こ

う
し
た
こ
と
が
現
在
の
基
盤

に
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
国
際

会
議
に
は
そ
の
後
日
本
も
加

盟
し
ま
し
た
が
、
未
だ
誰
も
国

際
会
議
に
参
加
し
て
い
ま
せ

ん
ね
。
97
年
に
イ
ン
タ
ー
ン
を

終
え
て
都
立
大
の
助
手
を
続

け
ま
し
た
。

　
ア
ー
カ
イ
ブ
創
設
が
遅
々

と
し
て
進
ま
な
い
な
か
、
私

は
建
築
ア
ー
カ
イ
ブ
の
仕
事

を
し
た
く
て
、
米
国
に
行
く
こ

と
に
し
ま
し
た
。
た
ま
た
ま
宝

く
じ
グ
リ
ー
ン
カ
ー
ド
に
当

た
っ
た
ん
で
す
。
そ
れ
が
な

か
っ
た
ら
思
い
切
っ
た
決
断

は
で
き
な
か
っ
た
か
な
と
思

い
ま
す
。
米
国
永
住
権
を
99
年

に
取
得
し
、
２
０
０
０
年
の
３

月
31
日
に
都
立
大
を
辞
め
て

４
月
１
日
に
米
国
に
飛
び
ま

し
た
。

　
ほ
と
ん
ど
当
て
は
な
か
っ

た
の
で
す
が
、
友
人
の
紹
介

で
写
真
家
ブ
ル
ー
ス
・
ウ
ェ
ー

バ
ー
の
事
務
所
で
ア
ー
キ
ビ

ス
ト
の
ア
シ
ス
タ
ン
ト
を
週

二
日
半
だ
け
行
う
と
い
う
の

が
あ
っ
た
ん
で
す
。
も
っ
と

働
き
た
か
っ
た
け
ど
で
き
な

か
っ
た
。
二
日
半
（
21
時
間
）

以
上
働
く
と
雇
用
先
は
健
康

保
険
を
提
供
し
な
く
て
は
な

ら
な
い
ん
で
す
ね
。

　
そ
の
後
、
96
〜
97
年
の
イ
ン

タ
ー
ン
の
時
に
ニ
ュ
ー
ヨ
ー

ク
で
知
り
合
い
に
な
っ
た
人

な
ど
か
ら
の
紹
介
で
パ
ー
ト

タ
イ
ム
の
仕
事
が
取
れ
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。
ド
ナ
ル

ド
・
キ
ー
ン
日
本
文
化
研
究

所
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
ア
シ
ス
タ

ン
ト
の
仕
事
な
ど
で
す
。
是

枝
監
督
の
フ
ィ
ル
ム
シ
リ
ー

ズ
を
や
っ
た
り
、
ア
ウ
ト
リ
ー

チ
で
す
ね
。
こ
れ
も
友
達
の
紹

介
で
ス
カ
イ
ス
ク
レ
ー
パ
ー
・

ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
で
週
二
日
半

働
き
始
め
ま
し
た
。
あ
っ
ち

こ
っ
ち
３
つ
く
ら
い
の
仕
事

を
掛
け
持
ち
し
て
い
ま
し
た
。

保
険
も
な
く
て
、
ま
あ
若
か
っ

た
ん
で
す
ね
（
笑
）。

　
ー
い
ろ
い
ろ
な
お
仕
事
を

さ
れ
て
い
た
ん
で
す
ね
。

　
そ
う
こ
う
し
て
い
る
う
ち

に
２
０
０
１
年
の
９
・
11
（
同

時
多
発
テ
ロ
）
が
起
き
る
ん
で

す
。
私
に
は
非
常
に
打
撃
が

大
き
か
っ
た
の
で
す
が
、
ス

カ
イ
ス
ク
レ
ー
パ
ー
・
ミ
ュ
ー

ジ
ア
ム
の
仕
事
は
す
ご
く
や

り
が
い
の
あ
る
も
の
に
な
り

ま
し
た
。
崩
壊
し
た
ワ
ー
ル
ド

ト
レ
ー
ド
セ
ン
タ
ー
の
資
料

を
持
っ
て
い
る
人
や
、
構
造
設

計
者
の
レ
ス
リ
ー
・
Ｅ
・
ロ

バ
ー
ト
ソ
ン
氏
の
事
務
所
ま

で
行
っ
て
彼
が
持
っ
て
い
た

資
料
を
す
べ
て
ス
キ
ャ
ン
す

る
と
か
、
そ
う
い
う
仕
事
に
携

わ
る
機
会
を
い
た
だ
い
た
ん

で
す
ね
。
充
実
し
た
も
の
で
し

た
。
パ
ー
ト
で
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク

公
共
図
書
館
で
も
仕
事
を
始

め
ま
し
た
。
　

　
ブ
ル
ー
ス
・
ウ
ェ
ー
バ
ー
の

事
務
所
は
ボ
ス
が
忙
し
い
か

ら
私
の
面
倒
を
見
切
れ
な
い

と
い
う
理
由
で
し
ば
し
仕
事

が
中
断
し
ま
し
た
が
、
そ
の
後

何
の
連
絡
も
な
く
、
こ
ち
ら
か

ら
連
絡
し
て
も
返
事
は
な
く
、

暗
黙
「
ク
ビ
」
と
い
う
こ
と
と

理
解
し
ま
し
た
。

　
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
公
共
図
書

館
で
は
、
中
世
・
ル
ネ
ッ
サ

ン
ス
の
資
料
を
ス
キ
ャ
ン

し
、
撮
っ
た
写
真
の
ク
オ
リ

テ
ィ
ー
を
チ
ェ
ッ
ク
し
て
メ

タ
デ
ー
タ
を
付
け
て
メ
デ
ィ

ア
セ
ク
シ
ョ
ン
に
送
る
と
い

う
仕
事
で
し
た
。
建
築
に
は

関
係
な
い
で
す
よ
ね
（
笑
）。

生
計
を
立
て
る
た
め
に
与
え

ら
れ
た
こ
と
は
何
で
も
や
ら

な
く
て
は
い
け
な
い
と
い
う

状
況
も
あ
り
ま
し
た
。
で

も
、
い
ま
見
返
せ
ば
で
す
が
、

“
N

othing is w
aste” 

で
す
。

　
ー
具
体
的
に
は
ど
う
い
う

こ
と
で
し
ょ
う
か
。

　
例
え
ば
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
公

共
図
書
館
で
デ
ジ
タ
ル
化
を

し
て
い
た
時
に
学
ん
だ
メ
タ

デ
ー
タ
作
成
作
業
と
い
う
の

は
、
い
ま
は
デ
ジ
タ
ル
コ
ン
テ

ン
ツ
の
仕
事
こ
そ
し
て
い
ま

せ
ん
が
、
そ
う
い
う
仕
事
の
人

た
ち
と
話
す
時
に
そ
の
知
識

が
役
に
立
っ
て
い
ま
す
。
先
方

が
言
っ
て
い
る
こ
と
が
ま
っ

た
く
わ
か
ら
な
い
と
い
う
こ

と
は
な
い
わ
け
で
す
。

　
あ
と
ド
ナ
ル
ド
・
キ
ー
ン
・

セ
ン
タ
ー
で
や
っ
て
い
た
ア

ウ
ト
リ
ー
チ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム

で
す
が
、
現
在
、
図
書
館
と
い

う
の
は
人
が
来
る
の
を
待
っ

て
い
る
時
代
で
は
な
く
、
自
分

た
ち
か
ら
出
て
い
か
な
け
れ

ば
い
け
な
い
。
ど
う
い
う
ア
ウ

ト
リ
ー
チ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を

や
っ
た
ら
い
い
か
、
タ
ー
ゲ
ッ

ト
は
ど
こ
に
す
る
か
と
か
、
そ

う
い
う
こ
と
に
ド
ナ
ル
ド
・

キ
ー
ン
・
セ
ン
タ
ー
で
経
験
し

た
こ
と
が
す
ご
く
役
立
っ
て

い
ま
す
。

　
３
年
間
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
で

建
築
と
は
関
係
の
な
い
よ
う

な
こ
と
を
し
て
い
ま
し
た
が

悔
い
は
な
い
で
す
ね
。
若
い

人
に
よ
く
言
う
ん
で
す
け
ど
、

「
あ
な
た
が
や
っ
て
い
る
こ
と

は
、
い
つ
か
自
分
の
血
と
な
り

肉
と
な
る
。
そ
う
い
う
経
験
を

自
分
が
最
終
的
に
活
か
す
道

は
い
く
ら
で
も
あ
る
」
と
。

　
　
　
　
　
　（
以
下
次
号
）

す
が
、
一
介
の
三
十
代
の
女
性

が
叫
ん
で
も
誰
も
聞
い
て
く

れ
な
い
し
、
大
学
の
助
手
が
や

る
こ
と
じ
ゃ
な
い
と
い
う
反

応
で
し
た
。
建
築
家
に
も
尋
ね

中原まり（なかはら・まり）

　1988 年武蔵工業大学卒業。1994
年東京都立大学大学院博士課程修了。
1994 〜 2000 年同大学院助手。1996
〜 1997 年フルブライト若手研究員並
びに文化庁派遣芸術家在外研修員とし
て、コロンビア大学建築学部アーカイ
ブ並びにニューヨーク近代美術館建
築・美術部にて建築アーカイブ研修
を行う。2000 〜 2003 年ニューヨー
クに移住しコロンビア大学ドナルド・
キーン日本文化センター、ニューヨー
ク公共図書館、スカイスクレーパー・
ミュージアムなどに勤務。2003 年ワ
シントンＤＣに移り、オクタゴン美術
館（米国建築家協会姉妹組織）の建築
アーキビストを経て、2007 年から米
国議会図書館司書。

ナ
ッ
シ
ン
グ
・
イ
ズ
・
ウ
エ
イ
ス
ト

（
無
駄
な
も
の
は
な
い
）《
第
１
回
日
本
〜
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
編
》

中
原
ま
り
さ
ん
（
米
国
議
会
図
書
館
建
築
・
意
匠
・
工
学
系
学
芸
員
）　

　
ー
そ
の
後
は
ど
う
さ
れ
た

の
で
す
か
。

　
１
９
８
８
年
頃
か
ら
世
界

中
で
、
ド
コ
モ
モ
（D

O
C

O
 

M
O

M
O

＝D
ocum

entation 
a
n

d
 C

o
n

serv
a
tio

n
 o

f 
b

u
ild

in
g

s, site
s a

n
d 

n
eig

h
b

orh
ood

s of th
e 

M
odern M

ovem
ent

）

の

動
き
が
始
ま
り
ま
す
。
コ
ン
ク

リ
ー
ト
の
保
存
問
題
も
あ
っ

て
30
年
代
か
ら
の
近
代
建
築

の
保
存
を
ど
う
す
る
か
と
い

う
こ
と
が
課
題
に
な
っ
て
い

た
ん
で
す
。
各
国
が
支
部
を
作

り
始
め
日
本
で
も
98
年
に
立

ち
上
げ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
私

は
ド
キ
ュ
メ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン

の
専
門
家
と
し
て
立
ち
上
げ

に
関
わ
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。
助
手
を
務
め
な
が
ら
の
サ

ブ
ワ
ー
ク
で
す
。
日
本
中
の
建

築
資
料
を
訪
ね
回
り
ま
し
た
。

　
そ
の
こ
ろ
か
ら
建
築
学
会

が
蒐
集
を
始
め
た
り
、
建
築
資

料
を
集
め
る
先
生
が
い
ら
し

た
り
、
一
望
は
見
え
て
き
た
ん

で
す
が
国
立
の
建
築
資
料
館

を
作
る
ま
で
に
は
至
り
ま
せ

ん
で
し
た
。
民
間
で
作
る
方
法

も
あ
っ
た
の
で
す
が
、
企
業
が

傾
く
と
消
滅
す
る
可
能
性
も

出
て
き
て
問
題
が
あ
る
。
そ
う

し
た
ジ
レ
ン
マ
を
抱
え
て
い

ま
し
た
。

に
な
っ
て
く
れ
る
と
嬉
し
い

な
」
と
話
さ
れ
た
ん
で
す
。
全

員
が
優
れ
た
建
築
家
に
な
れ

る
わ
け
じ
ゃ
な
い
の
だ
と
い

ま
し
た
が
、「
僕
の
創
造
物
は

建
て
た
建
築
物
で
あ
っ
て
、
そ

れ
ま
で
の
過
程
の
図
面
と
か

は
大
事
だ
と
は
思
わ
な
い
」
と

言
わ
れ
ま
し
た
ね
。

　
Ｗ
Ｔ
Ｃ
の
構
造
設
計
者
の
レ
ス
リ
ー
・

Ｅ
・
ロ
バ
ー
ト
ソ
ン
氏
と
︵
０
２
年
２
月
︶

コロンビア大学のエバリーにて
（手前が中原さん。1996 年 10 月）

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

さ
く
ら
編
集
長

（写真：Shawn Miller）
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ワシントン首都圏
【政府・公共福祉団体等】
■在米国日本国大使館
　 Embassy of Japan
　 2520 Massachusetts Ave., NW
　Washington, DC 20008
　Tel: 202-238-6700
　 ( 開館時間外含む ) 
　Fax: 202-328-2187
　領事窓口開館時間
　9:30am-12:30pm、1:30pm-4pm
　( 土・日・休館日を除く )
　http://www.us.emb-japan.go.jp

■ワシントン日米協会
1819 L St., NW, 2B
Washington, DC 20036
Tel: 202-833-2210
www.jaswdc.org

■ジャパニーズ・アメリカン・
　ケアファンド
c/o Fred M. Packard Center
Annandale Community Park 
4022-B Hummer Road
Annandale, VA 22003-2403
Tel: 703-256-5223
E: carefund@jacarefund.org

www.jacarefund.org
　日系福祉団体。日本語で相談、
説明できるホットラインを設け情
報やサービスを提供 [VA 図書室 ]
児童書・絵本を含む７千冊以上の
日本語書籍。貸出無料　火木土
11:00~14:00
[MD 図書室 ]  貸出無料　月水土
11:00~14:00 住所 12216 Parklawn 
Dr. Suite.102, Rockville, MD 20852

■ワシントンＤＣ日本商工会
1819 L St., NW, 2Bl
Washington, DC 20036
Tel: 202-463-3947
www.jcaw.org

■セプテンバーハウス
www.septemberhousemajmd.org
E: septemberhousemaj@gmail.com
　自立支援を日本語でサポートす
る非営利団体。生活に必要な手続
き、悩み事の相談、政府や郡から
の援助申請手続き等をお手伝い

■日系アメリカ人市民同盟
(Japanese American Cit izens 
League)
1850 M St., NW, Ste. 1100
Washington, DC 20036
Tel:202-223-1240
　米国で最古かつ最大のアジア系
人権団体　

【文化・芸能団体】
■日本大使館広報・文化センター
(JICC)
 1150 18th Street NW
Washington, DC 20036
Tel: (202) 238-6900       
E: jjicc@ws.mofa.go.jp
www.us.emb-japan.go.jp　

【学校・保育・教育機関】
■ワシントン日本語学校
借用校舎：Stone Ridge School of 
the Sacred Heart,　9101 Rockville 
Pike, Bethesda, MD 20814
P.O.Box 71 Garrett Park, MD 20895
Tel: 301-962-7410/12
www.wjls.org
　日本の文部科学省より補習授業
校として認可された教育機関

■ワシントン日本語継承センター
Norwood School, 8821 River Road, 
Bethesda, MD
www.keisho.org
E:  info@keisho.org  ( 日本語 )
　子どもたちに日本語と日本文化
を継承毎週土曜日 9am-12:30pm

■ SJA
(Study Japanese in Arlington)
 日本語を学ぶアーリントンの高校
生を支援するボランティア団体
E: sja2018sja@gmail.com（笹栗 ) 　

■オーエン・ネットワーク
問い合わせ：E:  info@o-en.net
白田 茜 (Akane Shirata) まで
http://www.o-en.net
　日本語や日本文化に触れる機会を

提供・支援する非営利団体。サマー
キャンプ、スキーを企画。また個人
相談 ( 特に学校 / 教育相談 ) も

【政府・公共福祉団体等】
■在ヒューストン日本国総領事館
Consulate-General of Japan at 
Houston, 909 Fannin St., Suite 
3000, Houston, TX 77010 
Phone : (713)652-2977 ( 代表 ) 
( 緊急の場合のみ 24 時間対応 )
www.houston.us.emb-japan.go.jp

■ヒューストン日米協会
The Japan-America Society of 
Houston (JASH)
Japan-America Society of Houston
2990 Richmond Ave., Suite 670
Houston, TX 77098Tel: 713-963-
0121
E:  pybrown@jas-hou.org
http://jas-hou.org

■グレーター・ヒューストン
日本人会
Japanese Association of Greater 
Houston (JAGH)
P.O. Box 130954 Houston TX 77219　

E:  jagh.mail@gmail.com
https://www.jagh.org

■ヒューストン日本商工会
Japan Business Association of 
Houston
1880 S. Dairy Ashford Rd., Suite 
170, Houston, TX 77077　　　　　　　　　　　
Tel: 281-493-1512( 代表 )
E:  sansuikai@jbahouston.org
www.jbahouston.org

【学校・保育・教育機関】
■ヒューストン日本語補習校
Japanese Language Supplementary 
School of Houston（JLSSH）
借 用 校 舎：Westchester academy 
for Internat ional Studies, 901 
Yorkchester Dr, Houston, TX 77079
www.jeihouston.org
P: 281-531-6743（火〜金、三水会
センター）、713-973-0659（土、借
用校）
E: jlssh@jeihouston.org

ヒューストン

算数・国語・
理科・社会

の力をつかって

SDGsを考えよう
第２回　目標１：貧困をなくそう編

SDGs クイズのこたえと解説（問題は７ページ）

山
口  

日
出
夏
（
や
ま
ぐ
ち  

ひ
で
か
）

　
米
・
環
境
Ｎ
Ｐ

Ｏ
法
人B
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E
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u
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代

表
、

横
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国

立

大
学
大
学
院
工
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建
築
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博
士
課
程
前
期
修
了
、
デ
ラ

ウ
ェ
ア
大
学 C

enter for E
nergy

 and 
E
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ental Policy

 

博
士
課
程
後
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修
了
。
博
士
（
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
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環
境
政
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(https://blueggsee.com
) 

を
２
０
１
６

年
に
創
設
。
学
校
に
お
け
る
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
教

育
の
拡
大
・
推
進
に
努
め
る
。
近
著
に
『
算

数
・
社
会
・
理
科
で
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
が
わ
か
る
！ 

考
え
る
力
を
き
た
え
る
ワ
ー
ク
』
が
あ
り
、

第
二
版
（
２
０
２
３
年
）
で
は
ノ
ー
ベ
ル

物
理
学
賞
を
受
賞
し
た
真
鍋
淑
郎
博
士
の

考
え
る
力
を
紐
解
く
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
記
事

も
掲
載
し
て
い
る
。

　
さ
く
ら
ラ
ジ
オ
の
ポ
ッ
ド
キ
ャ
ス
ト
「
知

識
ゼ
ロ
か
ら
の
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
入
門
シ
リ
ー
ズ
」

に
も
現
在
出
演
中
。
山
口
代
表
に
よ
る
Ｓ

Ｄ
Ｇ
ｓ
ク
イ
ズ
はY

outube

で
も
観
ら

れ
、
ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
の
話
は
さ
く
ら
ラ

ジ
オ
の
ポ
ッ
ド
キ
ャ
ス
ト
か
ら
聞
く
こ
と

が
で
き
る
。
フ
ラ
ン
ス
生
ま
れ
、横
浜
育
ち
、

ア
メ
リ
カ
在
住
20
余
年
。
２
児
の
母
。

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
ク
イ
ズ
　Y

ouT
ube

さ
く
ら
ラ
ジ
オ
　
ポ
ッ
ド
キ
ャ
ス
ト

プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

　貧困が及ぼす影響は、飢餓や栄養失調、感染症など
の健康被害に始まり、人権問題、児童労働、教育格差、
医療格差、情報格差、性差別、児童虐待、犯罪、過労死、
自殺、紛争…と、貧困は様々な問題に波及しています。
SDGs の数ある目標にも複雑に絡み合う貧困問題は、
今すぐ終わらせるべき最重要項目の一つとして「地
球上のあらゆる形の貧困をなくす」と SDGs の第 1番
目の目標に設定されています。

　１日に 2.15 ドル未満（たったの 300 円ほど！）で
食事、水、電気、住居、衣服、医療などの生活の全
てを賄わなければならない生活は「極度の貧困」と
呼ばれ、極度の貧困に苦しんでいる人は開発途上国
を中心に現在およそ 7億人います。極度の貧困は、
1990 年には 20億人規模であったため、この 30年間
で 1/3 に縮小し大きく改善されましたが、サブサハ
ラアフリカ地域では依然として極度の貧困率が高く
なっています（例えばモザンビークでは人口の 75％
が極度の貧困状態）。
　こうした状態を打開するために、アフリカ諸国の
なかには人工衛星を打ち上げて宇宙開発に解決策を
求める国々があります。人工衛星から収集した地上
のデータを食料生産、難民対策、災害対策に役立て
たり、衛星通信を使って遠隔地医療や遠隔地教育を
進めたりして貧困問題や社会問題を改善しようとし
ています。
　日本も長く貧困と戦ってきています。記録に残っ
ているものの中では 723 年に光明皇后が唐の制度を
習い、仏教の博愛慈悲の精神に基づいて貧窮者や孤
児の救済のために悲田院を設置したことが、日本に
おける貧困対策の先駆的な取り組みだそうですが、
一説には聖徳太子がすでに悲田院をつくっていたと
の話もあるそうで、貧困問題は日本の歴史とも切っ
ても切れない関係にあります。
　現在の日本は、経済や社会保障制度の発展のおか
げで極度の貧困に苦しむ人は人口の 0.73% と非常に
低い割合になりました。しかし学校の修学旅行に行

けなかったり冷蔵庫や洗濯機が買えなかったりと、
日本に住む大多数の人より所得が低く生活が厳しい
貧困状態（相対的貧困）にある人が多く、現在、日
本の相対的貧困率は 15.4％と、先進国の中では最も
高い割合で大きな問題になっています。子どもの貧
困（相対的貧困率）も 11.5％と、フィンランドやデ
ンマークの４％と比べるとおよそ３倍近い割合にな
っています。特にひとり親家庭の子どもの貧困率は
約 5割ととても高くなっており、問題の解決が急が
れています。
　明治時代の歌人・石川啄木の短歌にあるような、働
いているのに生活保護レベルの収入しかなく貧困状
態にあるワーキングプア（働く貧困層）が増えてい
るのも問題になっています。ワーキングプアは、バ
ブル経済崩壊後の非正規労働者の増加などに伴い社
会問題になりましたが、現在は物価高より相対的に
賃金が低下しているためにさらに状態が悪化し、労
働者人口の1割をも占めるほど増加しています。また、
国内の労働者のうちおよそ半分は年収が 300 万円未
満の低所得者であり、低所得労働者の割合が半分を
超える県数はこの 10年間で、24から 34県と増えて
いるというデータもあり、働く人の貧困が一層深刻
化している状態にあります。

　近年、貧困問題解決のためにベーシックインカム
の導入を検討する国や都市が増えてきています。ア
メリカでもロサンゼルスやデンバーなどで実験が行
われ、日本でも 2021 年の総選挙において日本維新の
会がベーシックインカムの実施を公約として掲げて
以来、導入についての議論が活発に行われています。
　新型コロナウイルス感染症やロシアのウクライナ
侵攻による世界的なインフレの影響で貧困に陥る人
が増えており、2030 年までに SDGs が目指す貧困削
減目標の達成に暗雲が立ち込めています。開発途上
国における貧困を支援しつつ、国内の拡大化する貧
困問題にどう立ち向かっていくのか、対策が急がれ
ています。
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↓全米の最新お仕事情報↓

www.iiicareer.com

DC エリア
(VA/Dulles) 
Packing Staff $18/h
お引越しのパッキングのお仕

事。日本語 
(VA/Stafford) 
HR Generalist $65-75K
人事、経理経験3~５年。日本語・

英語

Accounting Assistant $20-25/h
Excel での生産報告管理、経理

報告。日本語・英語

IT Director $150K
R e q u i r e m e n t :  E x t e n s i v e 
experience (minimum of 10 
years) in IT leadership roles, 
demonstrating a track record of 
success in strategic planning, 
technology management, and 
organizational transformation. 
Fluent in English
(DC) 
Admin Assistant $20/h
日系企業での事務職。日本語・

英語　Hybrid-3 日通勤 /2 日在宅

(MD/Odenton MD) 
Bookkeeping/Account Assist 
$22/h
1week of beginning of each 
month. Fluent in English　月始

め１週間のお仕事。データ入力。

経理経験者。英語必須

 
D.C. オフィス

連絡先：571-384-7117

dc@iiicareer.com

NY&NJ エリア
(NY)

Executive Assistant  $90-95K
Office Administrator  $48-56K
(WFH)

Credit Analyst $60-80K
(NJ)

Sales Assistant (Metal, Energy)  
 $45-50K

NY ／ NJ オフィス

連絡先：212-391-9111

ny@iiicareer.com

ヒューストン・エリア
Sales Support Logistics 
Coordinator $55-69.6K
Sales Manager $70-100K
Office Administrator $19-20/h
Tax Associate $120K
J/E Administrative Assistant $58K
Logistics Coordinator $69K
Office Admin & Exec Support 
 $45-60K
Air Export Coordinator/
Warehouse $45-55K

ヒューストンオフィス

連絡先：713-968-9895

txsales@iiicareer.com

ダラス・エリア
J/E Sales Marketing Analysis 
 $65-75K
J/E Office Administrator $48-55K
J/E HR Supervisor $65-75K
J/E Sr Network Operation 
Engineer  $70-95K

ダラス (Business Partner)
Gephyro Consulting

連絡先：214-763-2244

dallas@iiicareer.com

アトランタ・エリア
Operational Key Account Mgr 
 $60-65K
Mechanical Design Engineer  
 $70-90K
J/E Accountant $70-80K
J/E Electrical Design Engineer 
 $50-80K

アトランタオフィス

連絡先：770-392-9111

atl@iiicareer.com

シンシナティ・エリア
Customer Service Rep $22/h
Logistics Staff $19/h-
PT Sales/Admin Assistant 
 $22-25/h
Sales Rep $70K

シンシナティオフィス

連絡先：859-816-2819

midwest@iiicareer.com

シカゴ・エリア
(WFH)

Manufacturer’s Sales Rep $70K
(IL)

Application Engineer (Entry) 
 $60K
J/E Compliance Specialist 
 $65-75K
(MI)

 Manufacture’s Sales Rep
 $70-72K

シカゴオフィス

連絡先：224-803-1753

chicago@iiicareer.com

ロサンゼルス・エリア
Assistant Controller $85-85K
Quality Control $43-49K
Office Clerk $49K
J/E Freight Forwarding Clerk
 $45-55K

ロサンゼルスオフィス

連絡先：310-414-9111

lajobs@iiicareer.com

シリコンバレー・エリア
Inside Sales $45-50K
Head Sushi Chef $96-100K
Customer Support $21-25/h
Jr Accountant $TBD

シリコンバレーオフィス

連絡先：408-973-7890

sv@iiicareer.com

スクール

尾上流　菊由起の会
日本舞踊で美しい姿勢と身体作り
Tel: 703-631-2163
www.onoedance.com

弁護士

吉岡咲子
移民法

Family & Employment Cases
PO BOX 941285
Houston TX 77094
832-680-7289 Office
866-592-1134 Fax
sakiko@syoshiokalaw.com

求人

さくら新聞６月号配達員急募
さくら新聞６月号をレストランや
小売店、オフィスなどにご自身の
車で配達する仕事です。

2024 年 5 月号

（5 月 4 日発行・第 351 号）

No.351 May. 4, 2024
--------------------------------------------
Publisher: Masato Fujihara
Editor in Chief: Yukishige Takesue
Sales: Momo Yamaga
Designer: Nao Suzuki
--------------------------------------------
SAKURA is free Japanese
semimontly newspaper
published and distributed by
SAKURA@iii-media Division
C/o interesse international inc.
1717 K Street NW Suite 900
Washington, DC 20006
Tel:571-384-7117
E-mail: sakura@iii-media.net
© 2024 SAKURA
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お申し込みは発行日
（毎月第１土曜日）の１週間前まで

料金 : 4 行 20 ドルより。以後１行ごとに５ドル
（１行 15 文字。半角英字は２文字で１文字扱い）

お支払い : チェックのほか、大手クレジットカード
（ビザ、マスター、アメックス、ディスカバリー）

お問い合わせ、お申し込みは

Tel: 571-384-7117 
E-mail: sakura@iii-media.net

●編集後記●

多めに注いで懲戒免職

　米国では万引きが社会問題化してお

り、サンフランシスコやニューヨークな

ど都市部では万引きというより集団窃盗

が横行し閉店を余儀なくされる小売店も

出ています。原因としてよく挙げられる

のが重罪窃盗になる金額を上げたことで

すが、2500 ドル以上からのテキサス州

やウィスコンシン州が、いまも 200 ド

ルからのニュージャージー州より多発し

ているかといえばそうとも言い切れな

い。やはり貧困とネットで転売が容易に

なったことがあるようです。一方、日本

ではコーヒーがセルフサービスになって

いるコンビニで、レギュラーサイズを購

入したのに故意にラージサイズなどを注

ぎ、窃盗罪で逮捕される事件が時折起き

ています。７回繰り返していた中学校

校長（60）は懲戒免職処分。被害総額

490円の万引きで 2300万円の退職金も

なしに。教育者だからとはいえ厳しいで

すねえ。（編集長・武末幸繁）

共同通信社との

契約により

デジタル版での

掲載はできません。
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